
ベクトル（1）～（4）の復習

Blニl＝1，周＝、斤であり，2つのベクトル忘＋盲と3言一成は直交

しているノとする。このとき・内積β・あの値・および〃と古のなす角β

（ぴ≦β≦1800）を求めよ。

匝要　言・盲＝1，β＝450

0＝何十玄上り冴－2才ノ

ニJJ扉十百・玄一之鳳乙

三j十玄・才一隼　　∴　頂・才子　ノ
‾‾‾ち

亡収∂ニ

五一五

JすI仔J

／　　斥

lメJ盲　‾　之

伊こげ

回　ベクトル声＝（1・2）・盲＝（2・一3）言二（－1▼3）について2つの

ベクト′レαとゐ＋鳥Cが垂直であるとき．実数烏の値を求めよ。
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団l言l＝2，聞＝3．に＋引＝、仔を満たすベクトル忘，盲を考える。

実数上に対して，C＝Jd＋あとおくとき， 忘・盲＝1＝］であり・

1言直′＝イ［＝］のとき最小値り［＝］をとる。
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巨】原点を0とする座標平面上に曲線C：∫2＋プ2＝16があり．C上の

2点A・Bがcos∠AOB＝‡を配す。

このとき．扁掴扇＝アロ，百五十扇1＝イロであり・

△OABの面積はクロである。
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E］△OABにおいて，辺OAを2：1に内分する点をL・辺OBを1：2

に内分する点をノM，辺ABを3：2に内分する点をNとする。線分LM

と線分ONの交点をPとするとき．OPを0人　OBを用いて表せ。
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匡】△OABの辺OAを2二3に内分する点をC，辺OBの中点をD．辺

ABを12に内分する点をEとし，線分BCと線分DEの交点をPと

する。

（1）OPをOA．OBで表せ。

（2）線分OPの延長と辺ABとの交点をQとするとき，OQをOA，
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E］△OABにおいて，辺AB上に広膏＝哀モ（0＜Eく1）となる点Cを

とる。OA＝1．OB＝2，OC＝1のとき．次の問いに答えよ。

（1）OCを0人　OBおよび′を用いて表せ。

（2）内項OA・OBを′を用いて表せ。

（3）AC＝1のとき，Jの値を求めよ。
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